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WHO方式がん疼痛治療法はオピオイドの定期投与とレスキュードーズによる突出痛への対応、十分な副作用

対策を行うことで70-80％以上のに鎮痛効果が得られていると述べています。医療用麻薬を適切に使用する

ことで、がん患者の疼痛緩和ができ、更に医療者へ緩和医療の意識を高めオピオイドの適正使用につながり

当院値の定義・算出方法

結果の考察と今後のとり組み
昨年度とオピオイド使用患者数（分母）は大きく増えておらず、加算が算定された患者数（分子）も維持で

きています。外来から入院まで切れ目なく介入できるように認定看護師同士で連携を取っていたのがよかっ

たと思われます。

CST（Cancer survivor Support Team）

分子： がん性疼痛緩和指導管理料+外来緩和ケア管理料算定者数

分母： オピオイド使用患者数
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※グラフ中のN数は分母の値を示している。


